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論 文 内 容 の 要 旨 
 
糖尿病網膜症は不可逆的な病態の進行により失明に至る危険性をもち、患者の activities 

























































経路について検討した。小胞体ストレス負荷により p38 MAPK と NF-κB シグナルが活
性化されることで claudin-5 の発現が低下し、網膜血管内皮細胞層透過性が亢進すること
を明らかにした。最後に糖尿病治療薬 exendin-4 によるエピジェネティクスを介した
EC-SOD発現制御について検討を行い、glucagon like peptide-1（GLP-1）受容体への結合
を介し、DNA脱メチル化を促進し、EC-SODの発現を亢進することが明らかになった。
以上、本研究では糖尿病網膜症の病態の一部に EC-SOD が関与していること、また
exendin-4 の糖尿病網膜症に対する適用拡大の可能性を示唆したことから、博士（薬学）
論文として価値あるものと認める。 
 
